
自分の思いや考えをよりよく表現し課題解決できる（語り場 学び場 麻生中）

７月１５日（水）麻生公民館において、プレゼンテーションフォーラム（行方地区大会）
を勝ち抜き、７月２９日（水）にレイクエコーで行われた鹿行地区大会を勝ち抜き、本校
代表生徒５名は、つくば国際会議場で開催されました「2026年度英語プレゼンテーシ
ョンフォーラム茨城県大会」に出場しました。水戸地区、県北地区、鹿行地区、県南地
区、県西地区から選出された市立中学校、私立中学校、県立中学校、附属中学校を含
めた合計２８校の生徒はグローバルな視野をもち、英語で自分の意見を発信し、他者と
協働しながらテーマについて発表したり、質問を受けたりしながら課題を解決していまし
た。
本校生徒は、２回の地区大会以上のパフォーマンスを発揮し、他の中学校と肩を並

べ、堂々とした発表・質問・応答をすることができました。その姿は、たいへん立派で凜々
しく、素晴らしかったです。代表生徒５名の姿は、１０年後の麻生中生が、未来をたくまし
く切り拓き、グローバルに活躍している姿を想起させ、とてもうれしく、そして頼もしく、感
動的でした。
夏季休業中においても、５つの運動部活動の県大会出場、陸上、剣道での関東大会

出場、吹奏楽部での県大会での活躍、ピアノコンクール全国大会出場、ウェイトリフティ
ング全国大会出場、英語プレゼンテーションフォーラム県大会出場、理科研究作品展
等、スポーツ・文化・芸術、そして学習に大きな成果をあげていること、麻生中の生徒が
様々な機会にチャレンジし自身を成長させていることを誇りに思います。

職員が手入れした草花は、９月
１日の生徒の登校を待ちわびて
いるようです。
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